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研究成果の概要（和文）：ヒトは他の動物と違い、いずれ死が訪れることの認識が可能である。これはヒトにお
いて未来を展望する能力が極めて発達していることに由来する。このようなヒトに特異的な認知能力は、将来の
計画や行動に様々な影響を与えることが考えられる。そこで、本研究では社会的時間割引（時間経過に伴い、内
集団成員が獲得する報酬の主観的価値が減衰する現象）に人生の有限性を認識することの影響とその効果の背景
にある神経基盤について検討を実施した。機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いた実験の結果、右下頭頂小葉
が、自身の人生の有限性と報酬の価値を統合する役割を果たす可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：Humans can imagine myriad possible future events. In addition, with the 
development of the cognitive ability of future time perspective, they can recognize that their life 
is not endless. This human-specific cognitive function may influence decision making about future 
planning and behavior. In the present study, we investigated the influence of the recognition of the
 finitude of human life on social temporal discounting, and the neural basis of this effect. The 
results of our functional magnetic resonance imaging (fMRI) study suggested that the right inferior 
parietal lobule (rIPL) plays a key role in integrating the amount of the rest of one's life with 
subjective value during the choice of reward.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、従来の多くの研究が実施してきた時間割引（時間経過に伴い、自身の獲得する報酬の主観的価値が
減衰する現象）の枠組みを内集団へと広げ、社会的時間割引に対する死を意識することの影響を検討した。これ
らの研究は、現代社会が抱える未来への意思決定（次世代への継承、限りある資源の有効利用）を考察する契機
となり、 社会的に大きな意味を持つと考えられる。また、心理学だけでなく、その周辺学術領域（神経科学、
経済学など）との学際融合に基づく現象の解明を図った点で学術的意義の高い研究といえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
ヒトは他の動物と異なり、いずれ自身に死が訪れることの認識が可能である。これはヒトに
おいて未来を展望する能力が極めて発達していることに由来する。研究代表者を含む多くの心
理学者は、これまで死を想像することで生じる不安やそのような不安により生じる防衛反応、
そしてそれらの認知・神経基盤に焦点を当て研究を行ってきた（Burke et al., 2010; 
Yanagisawa et al., 2013／2016）。これらの研究は死の不安に基づき議論が行われやすく、不
安研究の一分野として解釈されやすい。しかし、古代ローマの詩人ホラティウスが、死を題材
に人生の儚さと、その時々を楽しむ賢明さを歌うように、死は本質的に生の有限性を意識させ
るといった、不安以外の重要な側面を持つと考えられる。研究代表者の研究では、死を想像す
ることが現在の報酬価値を高めることを確認している。よって、死を想像することはヒトの時
間軸上の価値判断を修飾する重要な役割を担うと考えられる。 
加えて、ヒトが社会的動物として集団を重視することを考えれば、社会的要因の存在が死の
もたらす価値判断の修飾を変化させるだろう。たとえば、死を想像することは集団同一化を引
き起こし、内集団ひいきを促す（Castano et al., 2002）。そのように考えると、他者や集団と
いう文脈が付与されることで、死を想像することは他者・集団の利得の最大化を促すことが考
えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、将来の死を想像することが、社会的時間割引（時間経過に伴い集団成員が獲得す
る報酬の主観的価値が減衰する現象）に及ぼす影響を明らかにする。将来の死を想像した場合
に、今すぐもらえる少額の報酬よりも、遅延時間後にもらえる高額の報酬を選好しやすくなる
かどうかを明らかにする。加えて、この背景にある脳のメカニズムを機能的磁気共鳴画像法
（fMRI）により明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 fMRI（3T MRI：MAGNETOM Verio, Siemens）実験では、実験参加者はスクリーン上に呈示
された即時報酬（e.g., 5,400円を今日もらう）と遅延報酬（e.g., 8,000円を 30日後もらう）のい
ずれか一方を選択する二者択一課題を MRI スキャナ内と外で実施した（Kirby & Marakovic, 
1996）。課題は 2種類あり、はじめの課題は自分自身が獲得する報酬として呈示し、2つ目の課
題では他者（実験参加者の家族の一人）が獲得する報酬として呈示した。いずれの課題におい
ても、各試行の直前に、『寿命時計』アプリ（iPhone アプリ）を模した刺激を呈示した。余命
が長い刺激（参加者の平均余命±1年）と短い刺激（0-2年）を含めることで、実験操作として
使用した（図 1）。MRIのスキャナ内で呈示する際のみ、呈示された時計が参加者の余命情報と
して考えるように説明した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
（１）行動テータ 
実験の結果から、自分自身に「残された時間」が短いことを意識した場合では、時間割引が
促進する（即時報酬が選ばれやすい）ことが確認された。しかし、この傾向は、自分自身が報
酬を貰える場合に顕著であり、他者（家族の一人）が貰える場合には抑制されることが確認さ
れた（図 2）。 
（２）脳画像データ 
脳画像データ解析からは、短い余命を参照し、意思決定を下す際に下頭頂小葉の活動が高い
ことも確認された。加えて、上記の時間割引・社会的時間割引への効果に関してこの領域の活

図 1 本研究で用いた課題 



動が関与していることも明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）今後の展望 
 本研究では、ヒトが自分自身の死を想像することで時間軸上の価値判断が修飾される過程が
確認された。とりわけ、他者という社会的要因が加わることで、その修飾過程が異なることが
示された。また、fMRI を用いたことで、これらの心理的な現象の背景にある脳のメカニズムに
関しても新たなエビデンスを提示することが出来たと考えられる。とりわけ、本研究で着目し
た社会的時間割引の現象は、経済学、神経科学、神経生物学など広範囲に研究が進められてい
る。したがって、本研究成果は社会心理学だけでなく周辺学術領域にもインパクトを与えうる
ものと考えられる。本研究で得られた最終的な研究成果については、海外の学術雑誌などで報
告する予定である。 
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